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安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

このたびは東芝プログラマブルコントローラPROSEC T3/T3Hを お買い上げ頂き、誠にありがとうごさいま

す。

本書はPROSEC T3/T3Hで 使用する4チャンネ)レ電圧出力型アナログ出カモジュール [DA364]お よび4チ

ヤンネル電流出力型アナログ出カモジュール [DA374]の 仕様、取り扱いや注意事項について説明しています。

本モジュー)レをご使用の際は、必ず本取扱説明書を熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項について習

熟してから正しく使用してください。

【書告マークについて】

本書では、安全事項ランクを 「注意Jと して区別してあります。

△注意
:取り扱いを誤つた場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷書や軽傷を受ける可能

性が想定される場合及び物的損害の発生が想定される場合。

なお △ 注 意 隅 調 し経 顎 でも、翔 准 よつて腫 大な線 障 の く可雛 があります。いずれも重

要な内容を記載していますので必ず守つてください。
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安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【取り付けについて】

△注意
1.取 扱説明書に記載の環境で使用してください。

高温、多湿、塵埃、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、故障、誤動作の原

因となることがあります。

2.取 扱説明書に記載の取り付け方法に従つて取り付けてください。

指定方向以外の取り付け、または取り付けに不備がありますと、溶下、火災、故障、誤動作の原因と

なることがあります。

3.モ ジュール、端子台の着脱は、121ず電源を切つた状態で行つてください。

慰電、誤動作、故障の原因となることがあります。

4.モ ジュー)レのベースユニットヘの装着はネジ止めされ、抜ける。ぐらつくということがないよう確実

に固定されていることを確認してください。

5.モ ジュールに電線くずなどの異物が入ることのないようにしてください。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

【配線について】

△注意
1.ケ ーブルの配線は121ず電源を切つた状態で行つてください。

電源が入つた状態での配線作業は感電の恐れがあります。

2.モ ジュー)レの配線は、サヤ付きの圧着端子を用いるか、テープで被覆するなどして、導電部分が密出

しないようにしてください。また、端子台カメヽ―は脱落、破損のないように取り扱い、配線終了時に

は端子台カノヽ一を端子台に確実に取り付けてください。

導電部が露出していると感電の恐れがあります。

3,財 ず接地を行つてください。

接地しない場合、慰電、誤動作の恐れがあります。

4.配 線作業は、資格のある専門家が行つてください。

配線を誤ると火災、故障、慰電の恐れがあります。
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安全上のご注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【使用上の注意】

△注意
1.本 アナログ出カモジュールはT3Hも しくはT3専用ですので、財ずベースユニットに取り付けて使用

してください。

又、モジュール装着時正面左下の固定ネジ (FG端子)を 必ず締めてください。

単独での使用及び他の用途への使用はおやめください。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因となります。

2.通 電中はモジユール端子台カバニを必ず付けた状態で使用し、端子には絶対に触らないてください。

感電の恐れがあります。

3.煙 が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用しないてください。

火災や感電の原因となります。

このような場合は直ちに全ての電源を切り、支社店 (販売店)ま たはサービス代理店に連絡してくだ

さい。

お雷様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないてください。

【保守について】

△注意
1.端 子台、配線ケープルの着脱は、財ず電源を切つた状態で行つてください。
電源が入つたままの状態で作業しますと、感電の恐れがあり、また誤動作、故障の原因となることが
あります。

2.シ ステムを常に正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常点検、定期点検、清掃を実施
してください。

3.モ ジュールの分解、改造は絶対に行わないてください。

故障、誤動作により火災、感電、ケガの恐れがあります。

4.1/Oモ ジュールの交換は財ず電源を切つた状態で行つてください。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

やむをえずyO活 線着脱機能を使用する場合は、作業の安全に十分注意してください。
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安全上のこ注意

本文中での使用マークについて

【本文いでのマークについて】

次に示すワクは本書の中で財ず読んでいただきたい箇所についています。

アナログ出カモジュール [DA364/DA374]の取扱いや操作方法などで特に留意していただきたいことがをかれ

ています。必ずお読みください。

補足
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はじめに

はじめに

本書はPROSEC T3/T3Hで使用する4チャンネル電圧出力型アナログ出カモジュール [DA364]お よび4チ

ヤンネル電流出力型アナログ出カモジュール [DA374]について、その仕様および取扱い方法等について説明し

たものです。本モジュールをこ利用の際は本書をよくお読みの上正しくこ使用ください。

なお、本取扱説明書のほかに、以下の説明書が準備されていますので、あわせてお読みください。

説明書体系

Tシ リーズ説明書として以下の種類の説明書を準備しています。

T3/T3H本体ハードウェア説明■

(UM―TS03・告やと」002) T3/T3Hの基本部ハードウェアについて構成、仕様、取

付・配線方法、保守保全方法が説明されています。

T3/T3H本体機能説明■

(UM―TS03母と」003) T3/T3Hの CPUが 持つている機能とその使用方法、ユ

ーザプログラムの作成に財要な情報について説明されて

います。

Tシ リーズ命令語説明■ (ラダー、SFC窟 〉

(UM―TS03神■_」004) Tシリーズがサポートするプログラム言語のうち、ラダ
ーとSFCに ついて、各命令語の仕様詳細が説明されて

います。

Tシ リーズプログラマ操作説明■ 入門瓶

(UM―TS03・やや―」006) プログラマの起動からプログラムの作成、保管、モニタ

リングなどの基本的な操作手順が、例題に沿つて説明さ

れています。

Tシ リーズプログラマ操作説明書 応用福

(UM―TS03号号や_」007) プログラマの作成や保管、データの設定などのTシ リー

ズプログラマのコマンド操作が、機能ことに説明されて

います。

Tシ リーズコンピュータリンク機能説明■

(UM―TS03ややt―」008) Tシ リーズのCPUが 内蔵しているコンピュータリンク

機能について仕様、取扱い方法が説明されています。
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1 モジュー'レの概要

1 モジュールの概要

1 - 1  概 要

4チャンネルアナログ出カモジュールDA364/DA374はT3/T3Hで演算処理されたデジタルデータ

をアナログ信号に変換し出力するためのモジュニルです。DA364/DA374は次の特長を備えています。

1.1モ ジュールにつき4チ ャンネルの高実装

2,1チ ャンネルにつき12ビットの高分解能

3.1チ ャンネルにつき2.5mSの高速変換

4.各 チャンネルことにゲイン、オフセット補正が可能

5,自 己診断機能

●出力できるアナログデータは1モジュールにつき4点までで、T3/T3Hの 1/Oア ドレスを4

ワード(Y4W)使用します。

●4チ ャンネ)レで10mSの 同期で演算データを読み込み、デジタル/ア ナログ変換(D/A変換)を

行つた後、アナログ信号として出力します。

●本モジュールには外部電源(DC24V200mA)が財要です。

DA364/DA374は 内部ジャンバおよびロータリースイッチの設定によって、次のアナログ信号を

出力することが司能です。

DA364

±5V
ノヽイポーラ

    ±10v

電圧出力 1         0～ 5V

ユニポーラ   0～ 10V

l～5V

DA374

0～ 20mA
電流出力 | ユニポーラ

4～ 20mA
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1 モジュールの概要

1-2 缶部の名称と機能

(9

( 1 0

(1)状態表示LED

(RUN/FLT/SET)

(2)補正値調整切換スイッチ

(eAIN/OFFSET/MANU)

(3)チャンネル切換スイッチ

(4)補正値書き込みスイッチ

(SET)

(5)補正値変更スイッチ

(UP/DOWN)

(6)補正値調整モード切換端子

(AD」)

(7)外部電源接続端子

(8)アナログ出力端子

(CHl～ CH4)

(9)ライングランド端子

(LC)

(10)フレームグランド端子

(FG)

(11)アラーム出力端子

律、LARM)

本(2)～(6)によリアナログ出力値の

補正ができます。調整方法の詳

細については5-3章を参照して

ください。

DA364
RUN  FLT SET

孫辞 品紀

虻

降
障

24VdC

芋
F G 「

AいR耐
」

同
固
樹
樹
日
円
団
□
同
日
隅
日
日
円
凹
凹
同
周
樹
出
日
凹
四

(11

- 2 -



1 モジュールの概要

(1)状態表示LED

l)RUN

モジュールが正常時に点灯、異常時に消灯します。

2)FLT

モジュールが異常時に点灯、正常時に消灯します。

3)SET

補正値書き込みスイッチを押した時、書き込み中に点灯します。書き込みが終了すると消灯し

ます。

名 称 点灯 ● 消灯 O 点河 0

RUN アナログ出力正常 アナログ出カオフ データ設定モード

FLT アナログ出カオフ

外 部 電源異 常

アナログ出力正常

SET 補 正 値 設 定 中 設 定 完 了

(2)補正値調整切換スイッチ(GAtN/OFFSET/MANU)

名 称 機  能

GAIN ゲ イ ン調整 時

OFFSET オフセット調整時

MANU 末 使 用

(3)チャンネル切換スイッチ

CH NO. 対応チャンネ)レ

０

1 CHl

２ CH 2

３ CH 3

４ CH 4

５

６

７

８

９

補正値調整時仏DJ端 子ショート時)に、グイン調整/

オフセット調整の切り換えを行います。CAINの 時ゲ

イン調整、OFFSETの 時オフセット調整となります。

MANUは 未使用です。

補正値調整時仏D」端子ショート時)に、調整の対象と

なるチヤンネルを切り換えるためのロータリースイッ

チです。ロータリースイッチの 1～ 4が それぞれCH

l～ CH 4に 対応します。□―タリースイッチの0と

5～ 9は未使用です。
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1 モジュールの概要

(5)補正値変更スイッチ(UP/DOWN)

(4)補正値■き込みスイッチ(SET)

名 称 機  能

SET ONで 書込み開始

バラメータ変更スイッチ

名 称 機  能

UP ァータインクリメント

ＮＷＯＤ ァータデクリメント

このスイツチを押すと設定した補正値が、モジュー

ル内蔵のEEPROMに 書き込まれ、以後その内容に

て動作します。

UPを 押すと押すたびに補正値内容が1つずつ加

算されます。また一定時間以上押し続けると、

自動的に連続して加算します。DOWNを 押すと

押すたびに補正値の内容が1つずつ河算されま

す。また一定時間以上押し続けると、自動的に

連続して減算します。

(6)補正値田望モード切換端子(ADJ)

ショート時補正値調整モードとなり、ゲインおよびオフセットの設定を行うことができます。オ

ープン時には通常のアナログ信号出カモードとなります。

(7)外部電源接続端子

外部電源としてDC24V± 10%を 接続します。

(8)アナログ出力端子(CHl～ CH4)

外部アナログ機器を接続します。配線等の詳細については3-2章をご覧ください。

(9)ライングランド端子(LG)

通常はFG端 子と短絡しますが、接地条件によっては開放あるいは専用授地します。

(10)フレームグランド端子(Fe)

モジュール内部にて下3/T3Hの FCと 接続されています。

(11)アラーム出力端子(ALARM)

FLTが 点灯時(モジュール異常時)に内部のリレーが開きます。FLTが 消灯時には内部のリレ
ーが

閉じます。このリレーの最大員荷容量はDC30V-0.5Aで す。なお過負荷保護用のヒューズは内

蔵されていませんので、lA程度のとューズを外部に取り付けて下さい。

外部配線

- 4 -
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1 モジュールの概要

1-3 内部ブロック図

T3本 体

型  だ基垣I DG

格滑癌

宅 CHl

AG

五軍8)AD」

‐Ｐ

‐Ｎ

‐Ｇ
Ｉ

＼

ジ

４Ｐ

４Ｎ
４Ｇ

Ｖ

Ｉ

　

Ｆ

Ｖ↓
Ｖ↓
　
　
ＢＵ

４ＨＣ

ｎ

卜

Ｊ

+15V
DG,

P24V
OV
LG
FG

}ALARM
りt/―ti〉――――――――………‐

モジュールは、次の様な動作をします。

T3/T3H本体のプログラムにより作られたデータはT3/T3Hの本体の出力処理が行われるたびに内蔵

データメモリに書き込まれます。この書き込まれたデータは、指定されたチャンネルのフォトカプ

ラにより、電気的に絶縁されたD/A(デジタル/ア ナロの変換器へ出力されます。

変換されたアナログ信号は、信号変換アンプを通り、電圧出力の場合、電圧出カノヽッファ、電流出

力の場合、電流出カバッファを通り、アナログ出力端子より出力されます。

内

部

制

御

回

路

内
部
デ
ー
タ
メ
モ
リ
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2 初期設定

2 初期設定

出力するアナログ信号にあわせて、内部ロータリースイッチおよびジャンノヽの設定を行います。

モード指定□―タリースイッチ

矢の先を数字に

合わせます。

モード指定ジャンパー

2-1 内部□―タリースイッチ 。ジャンノヽ設定

」3
」2
」1

【_″ジヤンパープラグ

ピンセット等により

ジヤンパープラグを

差し換えて下さい。

主10V電圧出力

モードを示す。

↓||:]

補足

・□―タリースイッチとジャンパは必ず同じモードに設定してください。

・ジヤンバ設定により出カモードの変更を行うと補正値は初期化されます。

・ジヤンノヽ設定はベースユニットからモジュールを取り外してから行つてください。

・モジュール内のプリント配線昼板には直接手を触れないてください。

・工場出荷時は±10V(電圧出力)、0～20mA(電流出力)に設定されています。

・上表以外のジヤンパ設定およびロータリースイッチ設定を行うと、正しくアナログ変換が

行われませんので注意してください。

・示つたジヤンノヽプラグは出力仕様を変更する場合に必要となりますので必ず保管しておい

てください。

・トリマ(可変抵抗)は、調整されていますので□さないて下さい。
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2 初期設定

(1)DA364

(2)DA374

5V/ イヽポーラ電圧出力

10V/ イヽボーラ電圧出力

0～ 5Vユエボーラ電圧出力

0～10Vユエボーラ電圧出力

1～ 5Vユニポーラ電圧出力

□―タリースイッチ

ジヤンパ

■シヨート
(ジヤンパプラグを取り付けた状態)

ロオープン
(ジヤンノヽプラグを取り外した状態)

ニボーラ電流出力

20mAユ エボーラ電流出力

ロータリースイッチ

ジヤンパ

■シヨート
(ジヤンパプラグを取り付けた状態)

ロオープン
(ジヤンノヽプラグを取り外した状態)

３

２

１

　

３

２

１

３

２

１

　

３

２

１

３

２

１

２

２

２

１

１

１

　

４

４

４

３

３

３

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

　

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

□
□
■

□
■
■
□
■
■
　
□
■
■
□
■
■

□
□
■

□
□
■
□
ロ
ロ
　
ロ
ロ
■
□
□
■

□
■
□

■
□
□
■
□
□
　
■
□
□
■
□
□

□
■
□

□
■
■
□
■
■
　
□
■
■
□
■
■

■
□
□

■
□
■
■
□
■
　
■
□
■
■
□
■

□
■
□

■
□
□
■
□
□
　
■
□
□
■
□
□

３

２

１

　

３

２

１

３

２

１

　

３

２

１

３

２

１

２

２

２

１

１

１

　

４

４

４

３

３

３

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

　

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

■
□
□

■
□
■
■
□
■
　
■
□
■
■
□
■
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3 モジュー'レの装着と配線

3 モジュールの装着と配線

3-1 モジュールの装着

ロックレバー

コネクタ

モジュールの装着は次の手順に従つて行つてください。

スライドロツク

固定ネジ

モジュール上面のスライドロツクを後方にスライドさせロツクレバー

を解放します。

モジュー)レの下端をベースの下部レールに掛け、モジュール上面のス

ライドロツクを押してロックレノヽ一を持ち上げます。

モジュールの下端を支点とし、コネクタがかみ合うようにモジュール

をベースに取り付けます。

4.上 面のロツクレノヽ一を放し、モジュー)レをベースにロックします。さ

らにスライドロツクを手前にスライドさせロックレバーを固定しま

す。

5.固 定ネジを締め、モジュー)レを確実に固定してください。

２

３

・モジュールおよびCPU、 電源の固定ネジは確実に締めてください。
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3 モジュールの装着と配線

端子番暑 端子名 端 子 機 能

1

ADJ
オープン時 :アナ ログ 出力

ショート時 :補正値調整モード２

３ Ｐ

アナログ出カチャンネル 1４ Ｎ

５ Ｇ

６ 2 P

アナログ出カチャンネル2７ 2 N

８ 2 G

９ Ｐ３

アナログ出カチャンネル 3
０

3 N

3G

２
4 P

アナログ出カチヤンネル4
３

4 N

４
4 G

５ 24Vdc 外 部 電 源 接 続 端 子 ( 十)

( 一 )

６ 24Vdc

７ ＧＬ 外部電源ライングラン ド

８ ＧＦ フ レ ー ム グ ラ ン ド

９

ALARM
時

時

常

常

異

正

オ ー プ ン

シ ョ ー ト０２

3-2 配線

3‐2-1 端子配列

AD」

lP

lN

lG

2P

2N

2G

3P

3N

3G

4P

4N

4G

24Vdc

ＧＬ

ＧＦ

ALAR咽

1

２

|

３

４

５

６

7

８

９

０

２

３

４

５

６

７

８

９

０２
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3 モジュールの装唐と配線

3-2-2 配線方法

(1)DA364

n iチャンネル番号

AG:ア ナロググランド

FGiフ レームグランド

2対シールド電線 (ツイストペア)

r' 1`~~~~~~―
―…………―――-7"ヽ

F劇

内部回路  1 外部配線

内部回路

2対シーリレド電線 (ツイストベア)

r‐1`~~~~~~―
――――――――-7‐`

B

DC24V外 部電源

く江
~~~~!慎
通常はaの配線を行いまa  
i b 群遷議弔ほちをほ
1 開放もしくはbの専用接
1 把を行しヽます。

‐

専用授地

F?ガ

内部回路  1 外部配線

(2)DA374

n :チヤンネル番号

AG:ア ナロググランド

FG:フ レームグランド

(3)DA364/DA374の 外部電源配線

DC/DC
コンバータ

- 1 0 -
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3 モジュールの装着と配線

3-3 使用上の注意

3-3-1 設置場所の環境

設置場所にあたっては、次のような場所は避けてください。

1)同日温度が0～55℃の範囲を超える場所

2)相対温度が20～90%の 範囲を趨える場所

3)急激な温度変化により結露するような場所

4)許容値を辺える振動が加わるような場所

5)許容値を赳える衝率が加わるような場所

6)腐食性ガス、可燃性ガスのある場所

7)じん埃、塩分、鉄分が多い場所

8)直射日光が当たる場所

また、アナログ出カモジュールを収納した盤の設置にあたっては、次の事項に注意して

ください。

1)高圧盤や勤力盤とはできるだけ離してください。(200Trn以上)

2)高周波機器や設備がある時には、収納盤を確実に接地してください。

3)他の盤とチャンネル ・ベースを共用するときには、他の盤や機器からの漏洩電流が

ないことを確認してください。
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3 モジューJレの装潜と配線

基本ユエット

弱電系 1/0 強電系 1/0

弱電系 1/O 強電系 1/O

3-3-2 配線上の注意

1/Oモジュールを実装、配線する場合、以下の点にこ注意ください。

弱電信号用ダクト

弱電系 1/O

D C 入 カモジュール

アナログ入カモジュール

アナログ出カモジュール

バルス入カモジュール

位置決めモジュール

A S C i l モ ジ ュール

伝 送 モ ジ ュ ー ル

強電信号用ダクト

強電系1/O

A C 入 カモジュール

D C 出 カモジュール

A C 出 カモジュール

接点出カモジュール

1)1/0モジュールの配置は、弱電系1/Oを左側に、強電系1/0をも側に配置し、配線

も分離するようにしてください。

2)各ユニットの間隔は、保守、通国のため100「In以上とってください。

3)動 力線、動力機器とは200「In以上離すか、または鉄板でしやへいしてください(鉄

板は接地すること)。
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4 レジスタ構成

4 レジスタ構成

YWn

YWn+1

Y V V n  Ⅲ 2

YWn+3

4-1 変換データ読み出し

本モジュールには、アナログ変換データを書き込むYWの 1/Oレジスタ(YWn～ YWn+3 n=0,

1,2・・・)と、アナログ変化データ及びステータス(補正データの入つた32Wの 内部メモリを有しま

す。1/Oレジスタヘは直緩T3/T3H本体から書き込むことができ又内部メモリの読み書きは特殊モジ

ュール入力(READ)命令及び特殊モジュール出力(WRITE)命令を用いて行います。

(1)モジュールタイプ

このアナログ出カモジュールを使用する場合、入出力の割り付けを行います。

1モジュール4Wの 1/Oレジスタを有しますので

Y4W型 モジュールとして割り付けて下さい。

(2)レジスタ構成

各チャンネルのアナログ変換データは、下記に示す1/Oレジスタ(YW)に割り付けられT3/T3H本

体からの一括入出処理によリアナログ出カモジュールに書き込まれます。

T3/T3HのげOレジスタ

アナログ出力値チャンネル1

アナログ出力値チャンネル2

アナログ出力値チャンネル3

アナログ出力値チャンネル4

n=0,1,2・ ・・
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4 レジスタ構成

(3)DA364/DA374の内部メモリ

DA364/374の内部メモリのレジスタ構成は次の通りです。

OXIV

lW

2VV

3VV

4VV

5VV

6VV

7VV

8VV

9VV

1 0 W

l l W

1 2 W

1 3 W

1 4 W

1 5VV

1 6 W

1 7 W

1 8 W

19W

20WV

2 1 W

22W

23VV

24W

25VV

26VV

27VV

28VV

29VV

30VV

3 1 W

DA364/DA374内 部メモリ

アナログ出力値チヤンネル1

アナログ出力値チャンネル2

アナログ出力値チャンネル3

アナログ出力値チャンネル4

未使用

ステータス1

未使用

オフセット補正値チャンネル1

オフセット補正値チヤンネル2

オフセット補正値チャンネ)レ3

オフセット補正値チャンネル4

用使木

ゲイン補正値チヤンネル1

ゲイン補正値チャンネル2

ゲイン補正値チャンネ)レ3

ゲイン補正値チヤンネル4

未使用

T3/T3Hの1/Oレジスタ

アナログ出力値チャンネル1

アナログ出力値チャンネル2

アナログ出力値チャンネ)レ3

アナログ出力値チヤンネル4

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

↓
　
　
↑

「‐‐‐‐‐‐‐‐‐１１コ

YWn

YWn+1

YWn+2

YWn+3

→READ→ T3/T3Hデータレジスタ

内部レジスタ

・アナログ出力値はT3/T3Hの 1/O割付に対応するYW領 域に書き込みます。

・内部メモリのOW～ 3Wに は各チャンネルのアナログ変換データが入ります。

その値は1/OレジスタのYWn～ YWn+3と 同じ値になります。

・ステータス1、オフセット補正値、ゲイン補正値をT3/T3Hてモニタする場合には特殊モジュー

ル入力(READ)命 令を用いてデータレジスタ、内部補助レジスタ等に転送してください。5-3尊

を参照してください。

・内部メモリのOW～ 3Wに 直接アナログ出力値を書き込みときは特殊モジュール出力(WRITE)

命令を用いて書き込みを行います。(内部メモリの4W～ 31Wへ の書込みは無効です。)
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4 レジスタ構成

(4)特殊モジュー'レ出力命令による書き込み

通常1/Oレジスタ(YW)に出カデータを書き込みますと一括入出力処理により、プログラム実行

結果後に、アナログ出カモジュールヘの書き込みが行われます。

プログラム実行途中にアナログ出力を行う場合、特殊モジュール出力(WRITE)命令を用いて行

います。

a)モ ジュールタイプ

このアナログ出カモジュールを直接入出力処理だけを行わせる為にモジュールタイプを

iY-4W型モジュール

として割り付けます。

※ 本割り付けを行うと一括入出力処理は行われず直接入出力処理のみ行われます。

b)直接入出力処理

例として、モジュールを基本ユニットの0スロットに実装し、データレジスタ(D000～

D003)の内容をモジュールに書き込むプログラムを示します。

これにより、プログラム実行中、WRITE命 令が実行された時のみアナログ出カモジュールに

データが書き込まれます。

00000 MOV D01001 00004 MOV D01043rD0000 WRITE D0100

YW000 :

D0000 :

D0100 :

D0101 :

DA364/DA374の yO先 頭アドレス

転送元レジスタの先頭アドレス

本モジュール内部メモリの先頭アドレス

転送ワード数

T3/T3Hデータレジスタ
アドレス

D0000

D0001

D0002

D0003

DA364/DA374

内部メモリアドレス

CHlア ナログ出力値

CH2ア ナログ出力値

CH3ア ナログ出力値

CH4ア ナログ出力値

Ｗ０

Ｗ

Ｗ２

CHlア ナログ出力値

CH2ア ナログ出力値

CH3ア ナログ出力値

CH4ア ナログ出力値

- 1 5 -
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4 レジスタ構成

4 - 2  データフォーマツト

4-2-1 アナログ出カデータ(OW～3W)(YWn～YWn+3 n=0,1,2・・・)

(1)ノヽイポーラモード (±5V、±10り

±2000カウントのデジタルデータをフルスケール(-5V～ +5Vま たは-10V～ +10V)の アナ

ログ信号に変換します。フルスケール値付近の変動に対応できるように上限、下限とも0.4%(士

8カウント)のマージンを設けています。

５Ｄ ４Ｄ D13 ２Ｄ Ｄ ０Ｄ ９Ｄ ８Ｄ ７Ｄ ６Ｄ ５Ｄ ４Ｄ ３Ｄ ２Ｄ Ｄ ０Ｄ

ア ナ ロ グ 値
デ ジ タ ル 値

電庄出カタイプ(DA364)

±10V ±5V 進６ 整 数 正 数

上   限 +10,040 +5,020 07D8H 2008 2008

フルスケール (正) +10,000 +5.000 07DOH 2000 2000

０ ０ ０ 0000H ０ ０

フルスケール (負) -10,000 -5,000 F830H -2000 63536

下   限
-10,040 -5.020 F828H -2008 63528
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4 レジスタ構成

(2)ユニポーラモード(0～5V、0～ 10V、1～5V)

(0～20mA、 4～ 20mA)

0～ 4000カ ウントのデジタルデータをフルスケール(0～5V、 0～ 10V、 1～ 5V、 0～ 20mA、

4～ 20mA)の アナログ信号に変換します。フルスケール値付近の変動に対応できるように上限で、

0.4%(± 16カウント)のマージンを設けています。

F  E  D  C  B  A  9

５Ｄ ４Ｄ ３Ｄ ２Ｄ Ｄ ０Ｄ ９Ｄ ８Ｄ ７Ｄ ６Ｄ ５Ｄ ４Ｄ ３Ｄ ２Ｄ Dll D0

ア ナ ロ グ 値
デジタ)レ値

電圧出カタイプ(DA364) 電流出カタイブ(DA374)

Ｖ質υ
０ 0-10V Ｖ質υ 0…20mA 4-20「lA 進６ 正 数

上  限
０２０５ 10.040 ６０質

υ 20.080 20.064 OFBOH ６０４

フルスクール 5.000 10.000 5.000 20.000 20.000 OFAOH 4000

0(下 限) ０ ０ ０００ ０ ０００４ Ｈ００００ ０

0～5V/0～ 10V/0～ 20mA

上限値

20rnA  10v 5v

0    4000 4016

0～5V/4～ 20mA

上限値

20rnA 5v

4000 4016

65535

補足

・デジタル値を整数で扱

った場合 - 1 ～ ―

32768の範囲を書き込

むと、出力値は上限値

となります。

・アナログ出力の下限値

は、アナログ出力補正

値を設定することによ

り、以下の値まで出力

させることが可能です。

出カタイプ 0-5V 0-10V 1-5V 0-20mA 4-20mA

アナログ出力下限値 -0.020V -0.040V 0.984V OmA 3.936mA
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4 レジスタ構成

4-2-2 ステータス 1(8W)

ステータス1には出カモード、エラー情報が格納されています。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1  0

瞬Ｒ ＲＲＥ PERR
|  |

|モTド
中ラ

―

〒

|コ

~

モード アナログ出力仕様 エラーコード 内容 (ERR=1の 時)

1 ±5V Ｈ００
正 常

２ ±10V Ｈ０ CPU異 常

３
0-5V

O～20mA

02H ROM異 常

Ｈ３０ ワークRAM異 常

４ 0～10V
Ｈ４０ コモンメモリ異常

５
1～5V

4～20mA

Ｈ０ DC/DCコ ンノヽ一夕異常

ｂ 名 称 内   容

Ｆ
RDY

(レディ)

1:アナログ出カデータ有効

0!ア ナログ出カデータ無効

イエシヤライズ中又はエラー発生時

Ｅ
ERR

(エラー)

1:エラーあり

(エラー内容はエラーコードによる)

0:エラーなし

Ｄ
PERR

(パラメータエラー)

１

　

０

EEPROMの パラメータ異常

EEPROMの パラメータ正常

C
WERR

(ライトエラー)

1 EEPROM書 込エラー

EEPROM書 込正常
０
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4 レジスタ構成

4‐2-3 エラー検出プログラム

アナログ出カモジュールのステータスをT3/T3Hて読み出すことにより、モジュールの状態(エラ
ー/正 常)を判断できます。

モジュールがエラー状態であることをT3/T3Hが 検出できるように、以下のプログラムを組み込む

ことをお奨めします。

D0200 :ステータス1のアドレス

D0201 :読出すワード数

YW000:ア ナログ出カモジュールの
先頭アドレス

RW020:ス テータス1のデータ

エラー

エラーコード

EEPROMノ ラヽメータエラー

EEPROMき 込エラー

R0003

D0202

R0004

R0005

エラー発生時、アナログ出力の値は0クリアされます。また、アラーム出力端子がOPENに

なります。

-19-



4 レジスタ構成

4-2-4 オフセット補正データ(16W～ 19W)

オフセット補正データには、ユーザ補正後の設定値が格納されます。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2

ユーザ オフセツト

モ ー ド
有 効 範 囲

最小値 設定なし 最大値

±5V、 ± 10V

(バイボーラ)
００２

一
０ ００２

0～ 5V、 0～ 10V、 1～5V

O～20mA、 4～20mA

(ユニポーラ)

００４

一
０ ００４

補足

・ユニポーラ時に、ユーザ補正後のアナログ出力値が下限値を下回るときは、アナログ出

力値は、補正済の下限値を出力します。

・初期値は上表で設定なしの値を示します。

4,2‐5 ゲイン補正データ(24W～27W)

ゲイン補正データにはユーザ補正後の設定値が格納されます。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3

ユ「ザ .ゲイン

モ ー ド
有 効 範 囲

最小値 設定なし 最大値

±5V、 ±10V

(バイポーラ)

００８ ０００２ 2200

0～ 5V、 0～ 10V、 1～ 5V

O～ 20mA、 4～ 20mA

(ユニポーラ)

3600 4000 4400

・初期値は上表で設定な しの値に す

・補正値設定後、出カモードを切換えますと補正データは初期化されます。

・出荷時の補正データは初期化されています。
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5 付 録

5 付 録

5-1 仕様

モジュール型式 DA364 DA374

出 力 種 局J 電 圧 出 力 電 流 出 力

出 力 形 態 ソ ー ス 出 カ ソース出力

出力仕様

バイポーラ

-5V～ +5V

モードSW、 ジヤン

パ切換にてモー ド

設定

-10V～ +10V

ユニポーラ

0～ +5V 0～ 20mA

0～ +10V

lVハゥ+5V 4mA～ 20mA

出 力 員 荷
5 0 0  Ω M I N : 1 0 V

2 5 0  Ω M I N : 5 V
550 0 MAX

出 カ チ ャ ン ネ ル ４

分 解 能 12ビット/0.025%

総 合 精 度 ±0.2%at25℃

温 度 ド リ フ ト ±100PPM/℃

変 換 同 期 10mS/4ch 2.5mS/1ch

絶 縁 方 式 フオトカプラ絶縁、CH間 非絶縁 入 力 □ 踏 一

内部ロジック間絶 縁 抵 抗 1 0 M  Ω

絶 縁 耐 圧 AC500V-1分 間

外 部 供 給 電 源 DC24V± 10%

消費電流

内部ロジック 180mA(DC5,OV)

外 部 電 源 200mA(DC24V)

重 塁 500g
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5-2 動作フロー

アナログ出カモード

RUN ● 点灯

FLT O 消灯

S E T  O 消灯

選択条件

ADJ=オ ープン

ユーザ調整モード

ＮＵＲ ０ 点滅

FLT O 消灯

SET O 消灯

選択条件

ADJ=シ ョート

(注)書 込中はSETが 点灯します。

エ ラ ー

RUN O 消灯

FLT ● 点灯

SET O 消灯
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5‐3 補正値の調整

5‐3‐1 ゲイン補正、オフセット補正の概念

出力値のゲイン補正、オフセット補正を行うことにより、環境に合わせた、より適切な出力を得る

ことができます。

補正後のデータは次の計算値により求めることができます。

X 2 = X l

アナログ変換データ

ゲイン補正後データ

ゲイン、オフセット補正後データ

フルスクール値

ゲイン補正値

オフセット補正値

補正前のアナログ出力値

例 :フルスケール値=4000(0～10V)、ゲイン補正

値=4200、オフセット補正値=-200、 フル

スケールアナログ値=10Vの 場合、次のよう

になります。

[_!二二二二;‖|:
↓

株 X C 鑑‖許為十郷の

↓
補正後のアナログ出力値

(1lV)

上限値

10V

Ｇ

一ＦＳ
Ｘ

Ｘ
ｌ
札

Ｘ
３
ＦＳ

Ｃ

Ｏ

上限値

10V

i/Oレジスタ

補足

・補正後、アナログ変換データの値に

対してアナログ出力値が上限値を赳

える値になつても、アナログ出力値

は上限値でリミットがかかります。

・ユニポーラモードでは員の値は使用

しません。整数で-1以 下の値を入

力すると上限値の値が出力されます。
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5 付

5-3-2 ゲイン補正、オフセット補正の調整方法

(1)設定値モニタ用プログラムの作成

ゲイン補正、オフセット補正はT3/T3Hプログラマて設定値をモニタしながら調整します。T3

プログラマで次のプログラムを作成してください。

00000 MW D01001 00032 MW D0101]Ⅳ W802 READ D8100  → D000□ 一一一―

|

このプログラムはモジュールの内部メモリ0から32ヮードをT3のデータレジスタD0000以降に

転送するプログラムです。

YW号やや

D0000

D0100

D0101

モジュールの1/O先頭アドレス

(プログラム例ではYW002)

転送先レジスタ先頭アドレス

モジュー)レの内部レジスタ先頭アドレス

転送ワード数

モジュールの内部メモリの詳細については、4-1章を参照してください。

READ命 令の詳細については、5-4車を参照してください。
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５

(2)補正値の設定

(1)のプログラムを作成し起動します。

ゲイン、オフセット補正モードになります。

ロータリースイッチにて補正を行うCH番 号を含わせます。

内部□―タリースイッチにて補正を行うモード
(GAIN又はOFFSET)に 合わせます。

内部メモリをモニタしながら、補正データ変更スイッチ
(UP/DOUN)を 押して、補正データを変更します。

必要とする補正データの変更が終了したら次のステップヘ

財要とする補正データの変更が終ごしたら、補正データ書
き込みスイッチ(SEDを 押して、モジュール内蔵のE2PROM
に書き込みを行います。

書き込み中SETラ ンプが点灯し、書き込みが終了すると
SETラ ンプは消灯します。

ゲイン、オフセット補正モードからぬけます。

補足

・補正データ設定後、ジャン/ にヽより入カモードを切り換えると補正データは初期化され

ますのでご注意ください。

・補正データ調整中もアナログ出力は行われます。アナログ出力値をモニタしながら補正

データを調整することもできます。

AD」 端子ショート

チヤンネル番暑設定

補正モード切換え

補正データ変更
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5-4 READ命 令詳細

特殊モジュールデータ入力

FUN237特 殊モジュールデータ入力(READ)

特殊モジュールからデータを読み込みます。 関連命令

特殊モジュー)レデータ出力

(WRITE)

条件入力

一 A

実行出力

B → C ―

機 能 ・特殊モジュールの拡張メモリからユ

ーザレジスタエリアにデータを転送

します。

入力 処  理 出力 ERF

OFF 不実行 OFF

ON

実 行 :正常時 ON

不実行 :エラー時辛2 ON ON

オペランド
デ バ イ ス

プログラム例

|IEl‖

,2_モxw000 READ R門010  →

動 作 ・a接 点R0000が ONの 時、XW000に 対応する特殊モジュールの拡張メモリエリアの

RW010で 示されるアドレス(H0010)から、RW011で 示されるワード分のデータを、

D0100レジスタ以降のテーブルに転送します。(拡張メモリエリアのアドレスH0010から

16ワード分)

・RW011に 指定できる転送ワード数は最大256ワードです。

・RW011の ビツト(F)をセットすると、特殊モジュールに対して割り込みを発生します。
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5 付

拡張メモリエリア (XW000の 特殊モジュール)
(ワードアドレス)

F

F       0

8811:1王王王王王E王王王三1

F        0
RW研0柵

理襲う=経姦
ドレス

RW011(F):特 殊モジュールに対する割込要求

スロット/レ ジスタを定数で使用するときは、次の設定方法を参照してください。(中1)

キ1ス ロット/レ ジスタの定数指定

スロット/レ ジスタを定数で指定するときは次の数値をセットします。

(ユニット番号)×256+(ス ロット番号)

H陛

至呈じ|
番ヽ号 (16進)

番ヽ号 (16進)

スロット番号 1 6進
０ 00H

1 01H
２ 02H
３ 03H
４ 04H
５ 05H
６ 06H
７ 07H
８ 08H
９ 09H
０

OAH

*2 READ命 令では次の時、エラーとなります。(S0051をセット)

エラー時には転送は実行されません。

1.ス ロット陥/入 出カアドレス指定オペランドが定数またはレジスタ指定以外。

2.指 定モジュールが活線着脱中(脱中)。

3.指 定モジュールNOSYNC時 。

4.指 定モジュールが特殊X'′ Y'′ X!十 Y'以 外。

5.転 送ワード数が256ワードを越えている。

6.拡 張メモリアドレスがH8000～ HFFFF

7.転 送元の指定が範囲外(アドレスキサイズがオーバーした。)

8.転 送先の指定が範囲外(        ″       )

ユニット番号 1 6 進
０ 00H

01H
２ 02H
３ 03H
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5-5 WRITE命 令詳細

特殊モジュールデータ出カ

FUN238特 殊モジュールデータ入力(WRITE)

関連命令

特殊モジュTル データ入力

(READ)

特殊モジュールにデータを出力します。

条件入力

一 A

実行出力

B → C ―

機 能 ・ユーザレジスタの内容を特殊モジュ

ールの拡張メモリエリアに転送しま

す。

入力 処  理 出力 ERF

OFF 不実行 OFF

ON

実 行 :正常時 ON

不実行 :エラー時*2 ON ON

オペランド
デ バ イ ス

プログラム例

|十

二11:2_モDD100 WRITE RW010 ↓

動 作 ・a接点R0000が ONの 時、D0100レジスタ以降のテ
ーブルからRW011で 示されるワード

分のデータをYW002に 対応する特殊モジュールのRW010で 示される拡張メモリエリアに

転送します。(拡張メモリエリアのアドレスH0010から16ワ
ード分)

。RW0111こ指定できる転送ワード数は最大256ワードです。

・RW011の ビツト(F)をセットすると、特殊モジュ
ールに対して割り込みを発生します。
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拡張メモリエリア(XW002の特殊モジュールト
H0000

H0010
H001F

H7FFF

酬肥中 →

民柵♀柵 I整彊う=淫
アドレス

RW011(F):特殊モジュールに対する割込要求

スロット/レ ジスタを定数で使用するときは、次の設定方法を参照してください。(キ1)

*1ス ロット/レ ジスタの定数指定

スロット/レ ジスタを定数で指定するときは次の数値をセットします。

(ユニット番暑)×256+(スロット番号)

H肥
麺
耀 艦― ユニツ |

スロット番暑 進６

０ 00H

1 01H
２ 02H
３ 03H
４ 04H
５ 05H
６ 06H
７ 07H
８ 08H
９ 09H
０ OAH

Ⅲ2READ命 令では次の時、エラーとなります。(S0051をセット)

エラー時には転送は実行されません。

1.ス ロット陥/入 出カアドレス指定オペランドが定数またはレジスタ指定以外。

2.指 定モジュールが活線着脱中(脱中)。

3.指 定モジュールNOSYNC時 。

4.指 定モジュールが特殊X',Y',X'十 Y'以 外。

5.転 送ワード数が256ワードを超えている。

6.拡 張メモリアドレスがHFFFF

7.転 送元の指定が範囲外(アドレス十サイズがオーバーした。

ユニット番号 進６

０ 00H

1 01H
２ 02H
３ 03H

8.転 送先の指定が範囲外(
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